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久
し
ぶ
り
に
方
丈
記
（
鴨
長
明
著
）
を
引
っ

張
り
出
す
。
あ
あ
懐
か
し
い
書
き
出
し
だ
。「
ゆ

く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の

水
に
あ
ら
ず
。
淀
み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
は
、

か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
、
久
し
く
と
ど
ま
り
た

る
た
め
し
な
し
。
世
の
中
に
あ
る
人
と
す
み
か

と
、
ま
た
か
く
の
ご
と
し
」
～
。
学
校
で
も
勉

強
し
た
け
れ
ど
、
あ
の
当
時
は
全
く
理
解
で
き

な
か
っ
た
。
い
ま
読
み
返
し
て
「
そ
う
か
も
知

れ
な
い
」
と
、
ほ
ん
の
少
し
共
鳴
で
き
る
自
分

が
い
る
。
諸
先
輩
の
言
う
と
お
り
、
年
を
重
ね
、

人
生
の
無
常
さ
も
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
初

め
て
気
づ
く
こ
と
が
多
い
。

　

方
丈
記
を
現
代
語
に
訳
す
と
、「
川
の
流
れ

は
途
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
し
か
も
同
じ
水
で

は
な
い
。
淀
み
に
浮
か
ぶ
泡
も
消
え
た
り
新
し

く
で
き
た
り
と
、
川
に
そ
の
ま
ま
留
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
世
の
中
に
生
き
る
人
、

そ
の
人
た
ち
の
住
む
場
所
も
、
泡
と
同
じ
よ
う

な
も
の
」
と
な
る
そ
う
だ
。

　

こ
こ
数
年
、
仙
北
市
で
は
あ
ま
り
に
悲
し
い

事
故
が
続
き
、
そ
し
て
大
切
な
皆
さ
ん
を
失
っ

た
。
自
責
の
念
を
埋
め
る
術
は
な
い
。
ご
遺
族

の
辛
さ
は
い
か
ほ
ど
か
。
人
生
は
一
寸
先
が
分

か
ら
な
い
、
だ
か
ら
こ
そ
今
を
大
切
に
、
旅
立

た
れ
た
方
々
の
分
ま
で
、
前
を
向
い
て
生
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
う
思
っ
て
い
る
。

　

一
人
ひ
と
り
の
努
力
だ
け
で
は
、
立
ち
続
け

る
こ
と
も
困
難
な
世
の
中
だ
。
そ
こ
で
毎
年
、

子
ど
も
た
ち
の
卒
業
式
で
は
、「
幸
せ
を
感
じ

た
い
の
な
ら
、
ほ
か
の
誰
か
を
幸
せ
に
す
る
し

か
な
い
。
自
分
が
辛
い
と
き
は
、
周
囲
に
助
け

を
求
め
て
欲
し
い
。
そ
れ
は
決
し
て
恥
ず
か
し

い
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
ら
」
と
、
お
話
を
し
て
い

る
。
今
年
も
し
よ
う
と
思
う
。身
の
回
り
に
ホ
ッ

と
す
る
幸
せ
が
あ
っ
て
、
や
っ
と
自
分
も
そ
の

お
裾
分
け
に
あ
ず
か
れ
る
、
悲
し
い
荷
物
は
分

け
合
い
な
が
ら
背
負
っ
て
も
ら
う
、
そ
れ
以
外

の
方
法
を
思
い
つ
か
な
い
。
ま
た
不
幸
の
数
が

多
い
ほ
ど
、
周
囲
を
思
い
や
れ
る
人
に
な
れ
る
、

さ
さ
や
か
な
喜
び
に
感
謝
で
き
る
人
に
な
れ
る

と
言
う
が
、
こ
れ
も
真
理
だ
と
思
う
。

　

仙
北
市
は
、
こ
の
４
月
か
ら
よ
り
良
い
10
年

を
目
指
し
て
歩
み
を
進
め
る
。
巣
立
つ
子
ど
も

た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
、
大
人
も
精
い
っ
ぱ
い

踏
ん
張
ら
な
い
と
…
。

　

辛
い
こ
と
が
多
か
っ
た
分
、
こ
の
ま
ち
に
は

他
人
を
気
遣
い
、
小
さ
な
感
動
を
大
切
に
で
き

る
方
々
が
実
に
多
い
。
支
え
合
い
を
忘
れ
な
け

れ
ば
、
私
た
ち
は
き
っ
と
大
丈
夫
だ
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
卒
業
式
の
お
話
』
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大
曲
仙
北
地
域
の
「
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
」（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
）に
は
、

自
宅
で
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
方
な

ど
の
悩
み
や
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
助

け
を
す
る
相
談
窓
口
『
認
知
症
な
ん
で
も
相
談

所
』
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
介
護
に
詳
し
い
職
員
が
、
認
知
症
に

関
す
る
こ
と
や
介
護
に
関
す
る
こ
と
の
相
談

に
対
応
し
ま
す
。
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機
関
、
福
祉
事
務

所
な
ど
適
切
な
機
関
へ
の
取
り
次
ぎ
や
紹
介

な
ど
の
援
助
も
行
い
ま
す
。

仙北市「認知症なんでも相談所」設置事業所一覧

グループホーム花みづき 角館町白岩下西野1 55-5272

グループホームたんぽぽ 角館町薗田別当村211 52-2540

グループホーム優優 田沢湖生保内字街道ノ上36-8 43-3077

認知症対応型共同生活
介護事業所田沢の家

田沢湖生保内字上清水698 43-9004

グループホーム桐花荘 田沢湖小松字荒床33-1 44-3037

ピアホームかたくりの里 西木町桧木内字高屋91-1 58-2066

ピュアののはな 田沢湖卒田字上清水48-1 52-4055

サポートハウス仙北 角館町勝楽123-1 52-1001

有料老人ホーム
ふれあいの家

田沢湖卒田字荒町49-7 44-3877

ケアライフ心都 角館町勝楽122-1 49-6177

ユニット型指定地域密着型

介護老人福祉施設駒草の郷
田沢湖生保内字上清水708 42-8577

　
認
知
症
の
こ
と
で
困
っ
た
と
き
や
悩
ん
だ

と
き
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
お
近
く
の
相

談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》  

介
護
保
険
事
務
所

　
☎
０
１
８
７（
86
）３
９
１
０

秋
田
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８（
８
２
９
）２
２
７
５

受
付
時
間 

９
時
～
17
時

（
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
）

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
認
知
症
な
ん
で
も
相
談
所
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

仙北市社会福祉協議会
３月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配ごと相談を行っています。お気

軽にご利用ください。

【日時・場所】 ▼ 7 日 月 10:00 ～ 12:00・

　紙風船館 ▼ 9 日 水 13:00 ～ 16:00・

神代出張所 ▼ 10 日 木 、24 日 木 

13:00 ～ 16:00・社会福祉協議会角

館支所 ▼ 16 日 水 13:00 ～ 16:00・

田沢湖総合開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  

　☎ 52-1624

OSHIRASE NAVI相　談

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を

受け、国の仕事などについての苦情や意

見・要望を受け付け、皆さんと関係行政

機関との間に立って、その解決を図る「行

政と住民のパイプ役」です。仙北市の行

政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相

談を受け付けています。

【行政相談委員】
◆難波輝子　☎ 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽進　☎ 53-2690

　角館町七日町 34

◆新山敦晃　☎ 47-2746

　西木町西明寺字宮田 18

【３月相談所開設日・場所】 ▼ 9 日 水・

神代出張所  ▼ 16 日 水・田沢湖総合

開発センター  ▼ 17 日 木・角館交流セ

ンター  ▼ 25 日 金・桧木内地区公民館

【時間】13:00 ～ 16:00

【問合せ】仙北市総務課  ☎ 43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

火気の取り扱いに
十分注意してください
　今年に入り秋田県内では 1 月中だけで

18 件の火災が発生し、そのうち 4 件は

大仙・仙北・美郷地区で発生しており、

死傷者も出ています。

【火災を起こさないためには】
◎たばこの始末をしっかりとする。

◎マッチやライターを子どもの手の届く

所に置かない。

◎台所から離れるときは必ず火を消し、

コンロの周りや暖房器具の周りに燃え

やすいものは置かない。

◎タコ足配線をしない。

◎プラグやコンセントのほこり・緩みを

点検する。

◎コードを束ねて使用したり、コードに

重いものを乗せない。

　冬の間は火気を使用する機会が多く、

火災の危険が潜んでいます。細心の注意

を払いましょう。また、住宅用火災警報

器は、火災による被害を最小限に留める

効果があります。必ず設置しましょう。

【問合せ】角館消防署  ☎ 54-2302

OSHIRASE NAVIお知らせ

OSHIRASE NAVIお知らせ

善意ありがとうございます
1 月受付分、敬称略

【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
◆よねや商事株式会社

◆渡辺広幸（岩瀬下タ野）

秋田県立角館高等学校
創立９０周年記念祝賀会
　平成 26 年 4 月、旧角館高校と角館南

高校が統合し、現角館高校が開校しまし

た。両校から引き継がれた若杉・駒草精

神は、旧制角館中学校開校以来歴史を積

み重ね、創立 90 周年を迎えることがで

きました。つきましては、次のとおり記

念祝賀会を開催しますので、「若杉・駒草

会」同窓会会員の皆さまの参加をお願い

します。

【日時】3 月 19 日 土 16:00 ～

【場所】グランデールガーデン

【会費】5,000 円

【申込締切】3 月 10 日 木 

【申込・問合せ】角館高等学校同窓会「若杉・

駒草会」幹事長 能美 ☎ 55-1640

OSHIRASE NAVI募　集

ゲレンデ de 雪こん　
in たざわ湖
　たざわ湖スキー場でスキー・ボード仲

間をつくろう！そこには素敵な出会いが

待っているかも♪ウインタースポーツが

得意な方から、初心者までお気軽にご参

加ください！

【日時】3 月 13 日 日 9:20 ～ 15:00

【場所】たざわ湖スキー場

【参加対象】25 歳～ 39 歳の独身男女

（スキー・ボード未経験者はご遠慮願います）

【申込締切】3 月 6 日 日 

【募集定員】男女各 12 人　※申込多数の

場合は、仙北市民を優先するほか抽選

によります。抽選結果は３月７日 月 に

メールにてお知らせします。

【参加費】男性 3,000 円 女性 2,000 円

　（リフト代、ランチ代、保険料込み）

　※たざわ湖スキー場のシーズン券をお

持ちの方は 500 円引

【申込み方法】「住所」「氏名」「性別」「年齢」

「電話番号」「メールアドレス」「スキー

or ボード」をメール・電話のいずれか

でお知らせください。

【申込・問合せ】ゲレンデ de 雪こん実行

委員会事務局 ☎ 080-8223-3208

　（9:00 ～ 17:00）

　E-mail  yukikon_313@yahoo.co.jp

OSHIRASE NAVI募　集

大曲税務署からのお知らせ
平成２７年分の確定申告と
納税はお早めに！

【確定申告期限・納付期限】 ▼ 所得税及び

復興特別所得税・贈与税：3 月 15 日 火 

▼消費税及び地方消費税：3 月 31 日 木

　※申告書の提出後に、納付書の送付や納

税通知等による納税のお知らせはありま

せん。納付には、便利で安全な振替納税

（口座振替）をぜひご利用ください。※

申告期限間際は混雑し、長時間お待ちい

ただいていますので、お早めにご来場く

ださい。また、15 時以降は混雑しがち

ですので、早めの時間にご来場ください。

【振替納税利用の場合の振替日】 ▼所得税及

び復興特別所得税：4 月 20 日 水 

　 ▼消費税及び地方消費税：4 月 25 日 月

　※確実に振替納税できるように、預貯

金残高をご確認ください。

【問合せ】大曲税務署 ☎ 0187-62-2191

OSHIRASE NAVIお知らせ
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